
地域 に つながる
　　高校野球 の チカラチカラ

　栗山高校（以下、栗高）には、全国でも珍しい 2 つの硬式野球部が存在します。創部 50 年以上
の歴史を誇る男子野球部と今年の 4 月に始動した女子硬式野球部。両部ともに「単独チーム（同
じ高校の生徒のみで構成されたチーム）」として、今年新たな一歩を踏み出しました。男子・女子
ともに地域に根付いたチームとして、大好きな野球を志す姿を今回特集します。

特
　
集

1_ 大 会 で 力 強 い フ ォ ー ム の
ピッチングを披露　2_ 素振り
で打撃フォームのチェックを
行う　3_ 町の総合防災訓練に
参加　4_ 町民からの激励と差
し入れを受け取る 5_ 高齢者宅
の除雪ボランティアを行った　
6_ 夏の大会で引退した 3 年生
部員　7_ 助っ人も含めた打撃
練習 8_ ベンチからのサインで
指示を受け取る 9_ ヒットを放
ち決めポーズ 10_ 後援会が開
催した女子硬式野球激励会で
決意を述べる

 1  2 7

栗山高校の入学者数の推移

今春始動！今春始動！ 単独チームへの挑戦！
単独チームへの挑戦！

 3  4  5  610
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―――――――――――――――
Q. 試合ルールの大きな違いは？
　試合のイニング数（男子：9 回・
女子 7 回）と女子の DH 制（指名
打者制度）以外は、大きな違いは
ありません。ボールの大きさ、マ
ウンドから打者への距離なども同
じルールで行われています。

Q. 高校野球の競技人口は？
　男子は平成 26 年の約 17 万人
をピークに、現在は約 12 万 8 千
人と減少傾向。部員不足による他
校との連合チームとしての出場も
増えています。一方、女子の競技
人口は令和 4 年で 1,524 人ですが、
この数年で 3 倍近く増えており、
道内でも札幌新陽、駒大苫小牧に
加え、今春より旭川明成に女子野
球部が新設されました。その中で
も栗高は道内唯一の公立学校での
チームとなります。
※数値は運営主体の日本高校野球
　連盟および全日本女子野球連盟
　の資料より抜粋しています。

ご存知ですか？硬式のご存知ですか？硬式の
男子と女子の高校野球男子と女子の高校野球

た
っ
た
二
人
の
男
子
野
球
部

単
独
チ
ー
ム
と
し
て
の
挑
戦

　

か
つ
て
道
内
屈
指
の
「
強
豪
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
栗
高
男
子
野
球
部
。
昭
和

46
年
の
夏
に
は
、
南
北
海
道
大
会
に
出

場
し
、
準
優
勝
を
成
し
遂
げ
、
甲
子
園

出
場
ま
で
あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
登
り
詰
め
て
い
た
時
代
も
あ
り
ま

し
た
。　

　

し
か
し
、
現
在
の
野
球
部
員
は
わ
ず

か
２
人
。
試
合
を
行
う
の
に
必
要
な
９

人
に
は
遠
く
お
よ
ば
ず
、
こ
の
ま
ま
で

は
大
会
に
出
場
す
る
メ
ン
バ
ー
が
足
り

ま
せ
ん
。
今
夏
ま
で
は
夕
張
や
芦
別
な

ど
の
他
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
と
し
て
出

場
し
て
い
ま
し
た
が
、３
年
生
引
退
後
、

「
栗
高
単
独
で
の
チ
ー
ム
と
し
て
大
会

に
出
場
し
た
い
」
と
い
う
、
部
員
た
ち

の
熱
い
思
い
に
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
友

人
た
ち
が
賛
同
。「
助
っ
人
参
加
」
と

し
て
メ
ン
バ
ー
を
集
め
た
新
チ
ー
ム
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
た
と
は
い
え
、
全

員
が
野
球
経
験
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、そ
れ
ぞ
れ
が
野
球
を
楽
し
み
、

汗
を
流
し
、
時
に
涙
を
流
す
な
ど
、
全

員
が
「
公
式
戦
初
勝
利
」
に
向
け
て
努

力
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

今
回
は
そ
ん
な
野
球
部
の
活
動
と
彼
ら

の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

つ
い
に
部
活
動
と
し
て
始
動

女
子
野
球
で
町
を
元
気
に

　

近
年
、
入
学
者
数
が
減
少
し
、
学
校

の
存
続
が
町
の
課
題
と
も
さ
れ
て
い
る

栗
高
。
令
和
元
年
か
ら
町
民
有
志
に
よ

る
提
案
か
ら
始
ま
り
、
魅
力
づ
く
り
活

動
の
一
環
と
し
て
、
女
子
野
球
部
の
創

立
に
向
け
た
動
き
が
進
み
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
に
部
設
立
に
向
け
た
準
備

委
員
会
が
発
足
し
、
監
督
に
は
元
女
子

野
球
日
本
代
表
の
金
由
起
子
さ
ん
が
就

任
。
１
年
間
の
同
好
会
活
動
を
経
て
、

迎
え
た
今
春
、
部
員
15
人
の
単
独
チ
ー

ム
と
し
て
新
た
に
始
動
し
ま
し
た
。
ま

た
同
時
に
、
高
校
の
今
年
度
入
学
者
数

の
増
加
に
も
つ
な
が
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。（
上
記
の
表
参
照
）

　

入
学
者
は
、
道
央
・
道
南
・
道
東
、

神
奈
川
県
な
ど
、
出
身
地
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
監
督
に
加
え
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
女
子
野
球
支
援
員
と
し
て
本
吉
若

菜
隊
員
を
コ
ー
チ
に
迎
え
、
日
々
練
習

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
は
全
58
校
が
参
加
し
た
全
国

大
会
に
も
出
場
し
、
見
事
初
戦
を
突
破

す
る
な
ど
、
確
か
な
手
応
え
を
掴
ん
で

い
ま
す
。
新
た
な
気
持
ち
で
始
ま
っ
た

女
子
野
球
部
の
活
動
の
今
を
紹
介
し

ま
す
。

女子 女子 硬式野球部硬式野球部
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男子 男子 硬式野球部硬式野球部
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気持ちは野球部の一員

　

今
冬
に
行
わ
れ
た
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
際
、「
誰
か
ら

も
応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
に

な
り
た
い
」
と
い
う
目
標
が

部
員
た
ち
か
ら
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
何
を
す
る

か
、
チ
ー
ム
で
検
討
し
た
結

果
、
自
ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
う
こ
と
で
地
域
に
貢
献

し
、
応
援
し
て
も
ら
う
チ
ー

ム
を
目
指
す
と
い
う
結
論
に

至
り
ま
し
た
。
直
後
に
社
会

福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
申
し
入
れ
、
2

月
に
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
い
ま
し
た
。

　

松
尾
さ
ん
は
「
引
き
続
き
除

雪
や
ま
ち
の
清
掃
活
動
な
ど
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
協
力
し
た
い
」
と
話
し

ま
す
。
野
球
だ
け
で
は
な
い
地

域
に
根
差
し
た
存
在
と
し
て
、

野
球
部
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

　野球部の皆さんには、感謝の
気持ちでいっぱいです。実は除
雪いただいた直後に一時期入院
してしまったので、もし今年の
大雪で全く除雪していなけれ
ば ... 本当に助かりました。よ
く買い物帰りに練習の様子を遠
くから見させていただいていま
す。頑張る皆さんの姿にいつも
元気をもらっています。これか
らも応援しています。

　助っ人の力を借りての単独
チーム結成は、大会に出場す
ることだけが目的ではありま
せん。選手たちの成長はもち
ろん、部員以外の多くの生徒
が野球を頑張る姿は、学校全
体の盛り上がり、そして栗高
の魅力の発信にもつながると
考えています。
　今年の夏の大会では全校応
援も行われ、学校のみんなが
野球部を応援する気持ちが高
まっているとも感じており、
１・2 年男子 24 人中、部員・
助っ人として携わっているの
が 15 人もいます。応援側・
プレー側の両方の力で野球部
は成り立っています。
　選手たちには日頃から「み
んなが栗高を背負っている」
と伝えています。今後は、チー
ム目標である「誰からも応援
されるチーム」の実現に向け、
野球部への応援が広く地域に
も波及し、「栗高で野球をや
りたい」「頑張っている栗高
生を応援したい」「栗高に入
学したい」という気持ちにつ
ながればと考えています。
　生徒たちには多くの方への
感謝の気持ちを忘れず、野球
を通じて学び・考えることで、
立派な大人に成長してほしい
です。

栗
山
高
校
を
背
負
う
立
場
と
し
て

Interview

栗山高校野球部監督
　清

し み ず
水　瑛

え い き
樹   教諭

　　

３
年
生
が
引
退
後
、「
連
合

チ
ー
ム
（
他
校
の
生
徒
も
含
め

た
チ
ー
ム
）」「
単
独
チ
ー
ム
」

の
決
断
を
迫
ら
れ
た
際
、
主
将

の
松
尾
さ
ん
は
、
迷
わ
ず
単
独

チ
ー
ム
へ
の
道
を
志
し
た
い
と

宣
言
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
栗
高
と
し
て
出
場
し
、
学

校
や
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
」

そ
ん
な
思
い
に
賛
同
し
た
助
っ

人
た
ち
で
構
成
さ
れ
た
の
が
、

現
在
の
チ
ー
ム
で
す
。
新
体
制

と
な
っ
て
数
ヶ
月
。「
チ
ー
ム

栗
高
」
と
し
て
挑
む
、
彼
ら
の

の
今
を
取
材
し
ま
し
た
。

単
独
チ
ー
ム
へ
の
感
謝

単
独
チ
ー
ム
へ
の
感
謝

新
チ
ー
ム
と
し
て
始
動

新
チ
ー
ム
と
し
て
始
動

　バスケットボール部に所属
していますが、友人や先生か
らの勧誘もあり、助っ人とし
て協力しています。中学校ま
では野球をやっていたので、
少ない人数で頑張る友人たち
の姿に心打たれ、またプレー
してみたいと感じました。助っ
人とはいえ、気持ちはこれか
らも野球部の一員です。全員
で 3 年生の最後の夏の大会ま
で駆け抜けたいと思います。

2 年　助
すけがわ

川　劉
りゅうと

砥 さん
   （栗山中出身・バスケットボール部）

浅
あ さ り

利    孝
た か こ

子 さん

Interview

新
た
な
挑
戦
へ
の

新
た
な
挑
戦
へ
の

たった二人の男子野球部たった二人の男子野球部

2 年　松
ま つ お

尾　弘
ひ ろ と

人 さん
         　　　 （由仁中出身・野球部）

友人への感謝の気持ち

　3 年生が引退後、助っ人と
しての参加を快く引き受けて
くれた友人たちには大変感謝
しています。大会だけでなく
日頃の練習にも積極的に参加
してもらっており、普段の学
校生活でも仲が良いので、と
てもいい雰囲気で練習ができ
ます。実力はまだまだですが、
元気とチームワークが私たち
の売りです。今後も主将とし
て全員を引っ張っていきます。

勝つ喜びを味わいたい

1 年　照
て る い

井　悠
は る き

生 さん
              　 （栗山中出身・野球部）

　中学校まで人数が多い環境
でプレーしてきたので、少人
数での活動に戸惑いもありま
したが、助っ人たちへの技術
指導や声掛けを通じて、周り
への気配り・自身の練習効率
の向上に繋がっています。当
面の目標は「公式戦初勝利」。
たくさん努力が必要だと思い
ますが、早く全員で「勝つ喜び」
を味わい、みんなに恩返しが
できればと思います。（湯地・旧定食屋「案山子」）

地
域
に
愛
さ
れ
る

野
球
部
を
目
指
し
て

部員 2 人とマネージャー、この日参加した 7 人の助っ人との集合写真
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４
月
に
女
子
野
球
の
部
員
が
揃
っ
た

と
聞
き
、
す
ぐ
に
練
習
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
す
る
と
、
間
近
で
活
動
を
見
て

ビ
ッ
ク
リ
。
女
の
子
た
ち
が
ひ
た
む
き

に
野
球
を
楽
し
み
、
頑
張
る
姿
に
大
変

心
打
た
れ
ま
し
た
。
練
習
後
に
も
よ
く

来
店
い
た
だ
い
て
お
り
、
い
つ
も
笑
顔

の
彼
女
た
ち
に
元
気
を
貰
い
ま
す
。

　

特
に
全
国
大
会
初
勝
利
の
日
は
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
勝
利
の
知
ら
せ

を
聞
い
て
、
そ
の
日
は
来
店
さ
れ
た
方

た
ち
に
女
子
野
球
の
活
躍
を
自
分
の
こ

と
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
、
お
客
さ
ん
か
ら
も
女
子
野
球

を
応
援
し
て
い
る
と
い
う
声
を
よ
く
聞

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
数

そ
し
て
高
校
の
入
学
者
数
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
に

と
っ
て
子
ど
も
は
「
宝
物
」
だ
と
思
い

ま
す
。
女
子
野
球
を
は
じ
め
、
栗
山
で

頑
張
る
子
た
ち
を
こ
れ
か
ら
も
全
力
で

応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

利
としくに

國    奈
な み こ

美子 さん
（セブンイレブン松風店 )

1 年　石
いしわた

渡　帆
ほ の か

夏  さん
（神奈川県出身）

貴重な体験に感謝 感謝の気持ちを結果で 活動から町の盛り上がりへ

　地元の強豪校への進学も考
えていましたが、栗高の女子
野球体験会に参加して、練習
環境や雰囲気の良さに惹かれ
入学を決めました。練習は大
変ですが、著名な方にご指導
いただいたり、エスコンフィー
ルドでのプレーなど、恵まれ
た中で過ごしています。栗山
は地元と比べ人との距離が近
く、町民の皆さんの温かさを
日々感じています。感謝の気
持ちを忘れずプレーで期待に
応えられればと思います。

1 年　澤
さ わ だ

田　芽
め い

依  さん
（北斗市出身）

　小学校までは野球、中学で
はテニスをしており、高校か
ら再び野球を始めたいと思い、
新 体 制 の チ ー ム で 自 分 も ス
タートしようと栗高を志望し
ました。日々の練習をはじめ、
寮生活、普段の学校生活も含
めて大変充実しています。スー
パーやコンビニが揃っている
環境でもあり、今ではとても
好きな町です。私たちの活動
は、今後の町の盛り上がりに
もつながると思うので、これ
からも頑張ります。

　中学から硬式野球をやって
おり、元女子野球日本代表の
金監督の下で野球がやりたい
と 思 い、 入 部 を 決 め ま し た。
最初はなかなか試合に勝てず、
悔しい思いもたくさんしまし
たが、だんだんと勝てるよう
になり、成長を実感した 1 年
目でした。最近、練習帰りや
お店で「がんばってね」と声
を掛けられる機会も増えてき
ました。町民の皆さんにもっ
と良い結果を報告できるよう
に頑張ります。

1 年　金
かないずみ

泉　結
ゆ あ

空 さん
（札幌市出身）

　　

「
栗
山
で
女
子
野
球
を
や
り

た
い
」
。
そ
ん
な
思
い
を
も
っ

た
彼
女
た
ち
の
新
チ
ー
ム
が
初

勝
利
を
あ
げ
た
の
は
、
結
成
か

ら
約
3
か
月
目
で
し
た
。

　

勝
て
な
い
時
期
が
続
き
な
が

ら
も
「
も
っ
と
上
手
く
な
り
た

い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
、
そ

し
て
地
域
か
ら
の
応
援
が
勝
利

に
つ
な
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

9
月
で
公
式
戦
は
終
了
し
、

来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
練
習
す

る
15
人
。
今
後
の
目
標
、
そ
し

て
町
外
出
身
者
の
彼
女
た
ち
か

ら
見
る
栗
山
の
姿
を
聞
い
て
み

ま
し
た
。

栗
山
か
ら
全
国
へ

栗
山
か
ら
全
国
へ

女
子
野
球
部
の
新
た
な
挑
戦

女
子
野
球
部
の
新
た
な
挑
戦

女子野球で栗山から全国へ女子野球で栗山から全国へ

野
球
・
地
域
へ
の

野
球
・
地
域
へ
の

町
の
宝
物
を
「
全
力
応
援
」

世界を舞台に活躍した金由起子監督による熱い指導が行わ
れています

今年は大会・リーグ、練習試合など多く試合に出場。背番
号がさまざまなのも女子野球ならではの特徴です

部員全員が寮生活を送っている。練習の疲れもあるなか、
洗濯や掃除なども自らの手で行っています

Interview

大会・試合大会・試合

岩見沢や釧路、埼玉県など 26 人が参加した女子野球体験
会。来年の活動にもにつながる貴重な交流の機会です

大会・試合　

練習　

寮生活　

体験会

　男女それぞれの野球部の活躍はもちろん、春まで部員が 0 人であっ
たテニス部も復活を遂げるなど、生徒数の増加だけではなく、部活動を
通して高校の活気が増していることを実感しています。
　本校では、既存の部活動が存在しなくても、生徒が希望する活動があ
れば、同好会を経ず直ちに創部を認めています。やりたい活動に全力で
取り組んでほしいと考えており、また、指導者も中学校までの先生や地
域の連盟・協会などの方々も指導ができる仕組みとなっています。
　女子野球や福祉を学ぶ新しい科目などの特色に興味を持ち、入学する
生徒を含め、私自身は「地元の子が通いやすい学校」として多くの町の
子たちにも入学してほしいと思っています。そのためには、部活や学業
を含む「やりたいことが実現できる高校」と感じられる条件や実績を整
えることが不可欠です。地域の皆さんからの協力と応援を受けながら、
生徒たちのために町全体と連携し取り組んでいきます。

生徒の ”やりたいこと ”が実現できる学校・地域に

栗山高校   駒
こ ま い

井    信
のぶかず

和 校長  
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